
 
 

⑬ いじめのない学校を目指して 
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上尾市教育委員会 

いじめにより児童生徒自らがその命を絶つという痛ましい事故が相次いで発生

しています。いじめは決して許されないことであり、また、どの学校でも、ど

の子供にも起こり得るものです。この教師用指導資料は、学校がいじめの兆候を

いち早く把握して、迅速かつ組織的に対応し、いじめのない学校を実現するた

めに作成しました。 

         （いじめ防止対策推進法 平成２５年法律第７１号） 

 

 

 

 

いじめの「７つの特徴」は 

１ いじめの初期は、言葉の暴力から始まる  

・きもい・うざい・死ね・むかつく・ださい・ばい菌・くさい・ガイジなど 

２ いじめとふざけの境界線がわかりにくく事実が見えにくい  
・プロレスごっこやふざけっこなどの遊びなどから、罪悪感がなく発展する 

３ 集団化してくる  
・いじめられることを恐れ、いじめる側が集団化してくる 

４ 長期化すると陰湿化・悪質化する  
・いじめに気付かないと、執拗に、巧妙に長期にわたっていじめを続ける 

５ 場面が変われば立場も変化する  
・小学校ではいじめる側だったのに、中学校では自分がいじめられる 

６ 犯罪行為や不登校、自殺にまで追い込んでしまうことがある  
・暴行、恐喝、傷害等の加害や、被害者を不登校、自殺にまで追い込んでしまう 

７ 教師の言動や姿勢がいじめを誘発することがある  
・教師の不用意な発言や児童生徒への接し方が、児童生徒をいじめの対象にしてしまう 

児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等

当該児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心理的又は

物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを

含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を

感じているものをいう。 
 

いじめの定義 

いじめのない学校を目指して 



 
 

 

○ いじめはあるものと思う 

いじめはないと思い込んでしまうと、見えるものも見えなくなる。教職員 一人一人が

「いじめがあるかもしれない」との認識に立って組織的・継続的 に観察を続け、生徒に

「いじめは絶対許さない」ことを常に発信する。 

○ いじめは教師の目の届かないところで多く行われる 

いじめは、登下校時・休み時間・昼休み・清掃時・放課後・部活動時など 教師の目が

届きにくいところで多く行われる。児童生徒一人一人に十分な「目配り・気配り・心

配り」に努め、教師間の情報交換を密にする。 

○ いじめに気付かない・注意しない教師の前では、だんだんエスカレートする 

教師がいじめに気付かないと、いじめをさらに進めてしまうことになる。また、い

じめを注意しない教師は、児童生徒から信頼されず、相談されることもなくなる。誠

意をもった態度が相談しやすい「先生」になる。 

○ 保護者との連携及び信頼関係の醸成 

些細なことでも、学校での児童生徒の変化を保護者へ連絡するとともに、 家庭の様子

を聞くなど、迅速で誠意ある対応が、保護者との信頼関係を醸成する。保護者との信

頼関係は、いじめを早期に発見し解決する上で極めて大切である。 

○ 携帯電話やインターネットの利用実態を把握するための調査を行う 

ネットいじめは、時間と場所を選ばず、いつでも行われる危険性がある。児童生徒

の携帯電話やスマートフォン、インターネットの利用実態等を把握し、情報モラル 

教育等により具体的な事例を挙げ、予防に努めることが大切である。 
 

いじめに気付くためには  

クラスで取り組む「いじめをなくす３つの誓い」     

「私はいじめを絶対しません」 

「私はいじめを許しません。いじめられている人を助けます」 

「わたしは一人で悩まず、先生や親に相談します」 



 
 

 

 

 

【 登 校 】 ●登校時刻が遅れがちである。  

●表情が暗く、あいさつの声が小さい。 

●服装が汚れたり破れたりしている。 

【 健 康 観 察 】  ●遅刻や欠席が続いている。  

●腹痛や頭痛が続いている。  

●話しかけても目を合わせようとしない。 

【 授 業 中 】 ●おどおどした様子が見られる。 

●発表を笑われたり、からかわれたりしてい る。 

●班やグループを作る時に孤立している。 

●提出物や学習用具を続けて忘れる。 

●机が離されていたり、配布物がとばされたりしている。 

●教科書やノートに落書きが多く見られる。 

【 休 み 時 間 】 ●遊んでいるときにも笑顔が少なく、表情が暗い。  

●周りから、ちょっかいを出されている。 

●職員室や保健室に出入りすることが多い。 

●人目の付かない場所に行くことが多い。 

【給食・清掃】  ●給食配膳時に避けられる様子が見られる。 

●給食の食べ残しが多い。 

●周囲の友だちと会話が弾まない。 

●準備や片付けなど、仕事を押しつけられている。 

●清掃時に机を運んでもらえない。 

 

【 下  校 】 ●下校時刻になっても学校に残ろうとする。 

   ●一人で帰ることが多い。 

【 そ の 他 】 ●作品や掲示物、机等に落書きや破損が見られる。 

●持ち物等が隠されたり、なくなったりすることがある。 

 ●欠席の日にプリント類を届ける友だちが少ない。 

●日記等に、嫌だったことなどをよく書いてくる。 

●急激な成績や学習意欲の低下が見られる。 

いじめのサインを見逃さない ～ 場面ごとの具体的な着眼点とは ～ 

◎ 以下の項目に当てはまる場合は、直ちに児童生徒に声をかける。  



 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

                              ＋ 

 

い じ め が 生 じ た 際 は 

＊いじめの訴えや情報、その兆候等は、どんな些細なものでも真剣に受け止める。 

＊特定の教職員が抱え込むことなく、学校全体で組織的に対応する。 

＊家庭や関係機関との連携を密にし、学校のみで解決することに固執しない。 

＊いじめを継続させないために、必要に応じて弾力的に対応する。 

い じ め の 情 報 
 

児童生徒、保護者、学校生活アンケー

ト、地域住民、教職員、教育センター、

教育委員会、関係機関等 

 

校長・教頭への報告 
 

いじめ対策支援チーム 
 

校長、教頭、主幹教諭、教務主任、生徒

指導主任、教育相談主任、養護教諭、さ

わやか相談員、スクールカウンセラー 

該当学年主任、担任、学年の教員、該当

部活動顧問 

①事実関係の把握 

②教育委員会への報告 

③対処方針の決定 

④保護者との連携 

⑤関係機関との連携 

当事者児童生徒、保護者、学級、学年、部

活動、友人関係等 

ア いじめを受けた児童生徒へのケア・対応 

イ いじめた児童生徒への指導・措置 

ウ 他の児童生徒への指導 

エ 役割分担（校内体制の再確認） 

教育センター、少年愛護センター、警察、

児童相談所、医療機関等 経 過 観 察 

様式Ａ～Ｃの報告 



 
 

 

 
 

 

【取組例  １】 いじめ対策支援チームによる対処 

５年生男子数名が、運動会を機に学級内の気弱な児童に対して、からかいや挑発
をして興奮させ面白がる傾向が見られた。担任は、しばらく様子を見ることにした
が、からかいはやまず、数日後、いじめられている児童の保護者から相談を受けた。 

 
１  担任は学年主任とともに、保護者から話を聞き、いじめをなくすために指導す
ることを約束した。 

２ 担任と学年主任は、教頭、主幹教諭に報告し、今後の対処の指示を受けた。 
３ 校長は、教頭から報告を受けるとともに、「いじめ対策支援チーム」を開催し
て対処に関する役割分担を決めるよう指示した。 

４  「いじめ対策支援チーム」で、それぞれの役割分担を次のように決めた。
ア 担任と児童の元担任が、いじめを受けた児童と保護者から状況を聞く。 
イ  学年の教員が、学年主任や主幹教諭、生徒指導主任等とチームを作って、い
じめに関わった児童一人一人から事情を聞く。 

ウ 担任が、いじめられている児童に近い友だちから状況を聞く。 
５ 「いじめ対策支援チーム」で、事実関係の報告を聞き、指導の方針を決定した。
ア いじめに関わった児童といじめられた児童に対して、複数の教員で個別に指 
導する。 

イ  担任と学年主任等のチームで、いじめを受けた児童の保護者の思いをよく聞
くとともに、学校の方針を伝え、保護者の協力を得るようにする。 

６  学級通信や保護者会を通して、保護者にもいじめの問題を自分のこととして捉
えてもらった。 

７ 学年の教員を中心に経過を観察した。 
 

【取組例 ２】 いじめのない学校を目指して 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 学 校 の 取 組 例 

いじめのない学校を目指して、学校・学年で組織的に計画的に取り組んでいる。 

１ 学習規律や生活規律の定着を目指して、規律ある態度の育成に全校で計画的
に取り組んでいる。 

２ 学級を超えて少人数指導を実施し、一人一人のよさを伸ばす学習形態を工夫
している。学年の教師が全児童を指導する体制の確立に努めている。 

３ 学校・学年行事で児童の自主的活動の場を設けて、学級・学校生活を充実さ
せる。また、清掃活動などボランティア活動に取り組んでいる。 

４ 学校生活の中で、互いに助け合ったり協力し合ったりする活動を全校で推進
している。（休んだ友達への手紙、縦割り集団の活動、誕生日の色紙など） 

５ 学級遊びなどを通して、教師と児童、児童同士の人間関係づくりに努めると
ともに、日頃の児童の気になることを把握して指導記録カードに記録し、指導
に生かしている。 

６ 遊びの中で横行していた一部の児童の自分勝手な行動によって起こるトラブ
ルを､その都度自分たちで解決させている。 

７ 教育相談週間を設け、学級担任が個別面談を通していじめやいじめの兆候に
ついて情報収集や実態把握をしている。 

８ いじめが生じた際は、「いじめ対策支援チーム」で対応や指導方法について
話し合い、迅速に対応している。 

９ 保護者の授業参観日を多く設定するなど、保護者が来校する機会を多くして

いる。 



 
 

 
 

第６学年〇組 道徳科学習指導案 

 

１ 主題名  あなたの命は宝物     内容項目 D 生命の尊さ 

  

２ ねらい  小さな紙切れに対する幸恵の気持ちについて話し合うことを通して、軽はずみな言動は、

ときに他者の生命をおびやかすことを理解し、かけがえのない生命を尊重しようとする態度

を養う。 

 

教材名  「わたしって何」（出典 「彩の国道徳『夢に向かって』高学年 埼玉県教育委員会」 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする道徳的価値について 

    本題材は、小学校が既習指導要領「特別の教科道徳」の内容項目［Ｄ 生命の大切さ］の第５学

年及び第６学年の指導の観点「生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえのないものである

こと。」を受け、設定されている。 

生命は大切なものであり、尊重されるものであることは、誰もが理解していることである。しか

し、なぜ大切なのか、尊重されなければならないのかという理由や根拠について、自分なりに言語

化し、納得することは、なかなか難しいことである。また大切で尊重されるはずの生命は、日々の

生活の中では当たり前にあるものであり、ゆえに常に意識され辛い概念でもある。大切で尊重され

るはずの生命は、常に当たり前のようにあるという無意識の感覚は、ともすればいつかは無くなる

生命に対する畏敬の念を忘れさせる。このような生命に係る畏敬の念の忘却は、知らず知らずのう

ちに、生命を軽んじる言動につながる可能性があると考える。生命を軽んじた思慮の足りない言動

が表出されたとき、他者の生命をおびやかすいじめの事案につながる懸念がある。 

そこで、日々の教育活動を通して、個々の生命が互いを尊重することの大切さを考えさせるとと

もに、生命の唯一性、連続性についても考えさせたい。生死や生き方に関わる生命の尊厳など、畏

敬の念を育てる中で、軽はずみな言動は、ときに他者の生命をおびやかすことを理解し、かけがえ

のない生命を尊重しようとする態度を養いたい。 

（２）児童のこれまでの学習状況及び実態 

 

 

 

 

 
 

４ 学校研究主題との関連 

  「 ～〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇～ 」 

【手立て１】〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

  ・ 

  ・ 

 

参考）「いじめを考える授業」学習指導案例 

 

省 略 



 
 

【手立て２】〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

   ・  

   ・ 

 

５ 学習指導過程  

段

階 

○学習活動と主な発問 ・予想される児童の

反応 

指導場の留意点 ☆評価の視点 

導

入 

 

４ 

分 

１ 生命といじめのアンケートの結果を振り

返り、友達の考えを知る。 

○以前行ったアンケートの結果を見てみまし

ょう。 

・結果１ ある９０％ ない１０％ 

・結果２ ストレス、まね、何気ない言葉か

ら 

・結果３ 相手を思いやる、言葉を選ぶ 

 

 

・アンケートの結果を提示する。 

・ねらいとする道徳的価値に対する意識を高めるため

に、学級全体で、生命といじめとの関わりについてのア

ンケートの結果を大型テレビで共有し、学習問題の設定

を行う。 

・道徳的価値への方向付けとともに、いじめは常に起こ

り得る可能性があることも押さえて問題設定を行う。 

 

 

展

開

前

段 

30

分 

 

２ 教材「わたしって何」を読んで話し合

う。 

（１）発問１ 「この世から去れ」という共

通の話題で盛り上がるのが楽しいのはなぜだ

ろうか。 

・会話が弾むから。 

・友達とのおしゃべりのためだから。 

・流行についていくためだから。 

（２）発問２ 小さな紙切れに、「この世か

ら去れ」と自分のことが書かれていたとき、

幸恵はどんな気持ちだったでしょう。 

・悲しい。誰が書いたのだろう。 

・なぜこんなことを書くのか信じられない。 

・いなくなってしまいたい。 

（３）発問３ 「楽しむ」ことと、たがいの

「生命を大切にする」ことを両立させるに

は、どうしたらよいだろうか。 

（中心的な発問） 

・おもしろいというだけで行動しない。 

・人の立場に立って考える。 

・互いに話しやすい雰囲気を日頃からつく

る。 

・悩む幸恵の気持ちを考えながら教材を聴くように指示

する。 

・他者との関係性の中で、つい生命を軽んじる言葉をつ

かうときの考え方を類推させる。 

・よくないことと分かりつつも、ついしてしまうときの

考え方を類推させるために、近くの人と話し合い考えを

まとめさせる。 

・生命を軽んじる言葉が、自分に向けられたときの気持

ちについて話し合わせる。 

・近くの人と話し合い、自他の考え方の違いを確かめさ

せる。 

 

 

 

・全体で話し合う中で、学級の納得解を出させる。 

・一つにまとめるために、互いの主張に対する理由や根

拠を基に話し合う。対話を通して自他の考え方を比べ合

うが、違いを越えてまとめるという目標をもつことで、

単なる相対主義的な話合いに陥らないように工夫する。

ミニホワイトボードに班でまとめた考えのキーワードを

書かせ、黒板に掲示させる。 

☆「楽しむ」ことと、たがいの「生命を大切にする」こ

とを両立させることについて話し合い、生命のかけがえ

日々の生活の中で、たがいの「生命」を大切にするには、どうしたらよいだろう。 



 
 

のなさについて多様な視点から考えている。(ミニボー

ド・話合い・発言) 

 

 

 

展

開

後

段 

10 

分 

 

 

３ ねらいとする道徳的価値に照らして自己

を振り返る。 

 

○話し合った「生命を大切にする」方法につ

いて、あなたはどう考えましたか。これまで

のことを思い出しながら書いてみましょう。 

・〜という考え方に納得した。なぜなら…。 

・〜という方法には無理があると思う。経験

上…。 

・〜という考えは一部反対だ。なぜかという

と…。 

 

 

 

・互いの言動が相互の関係をつくり、かけがえのない生

命をより一層輝かせるものであることを自覚し、生命を

尊重しようとすることの大切さについて、ワークシート

に書くことで考えさせる。ワークシートをタブレットに

アップして共有する。 

☆多様な考えを参考に、軽はずみな言動が、ときに他者

の生命をおびやかすことについて書いたり、かけがえの

ない生命を尊重しようとすることの大切さについて、こ

れまでの自分を振り返っている。（ワークシート） 

 

終

末 

１ 

分 

４ 教師の説話を聞く。 

 

・友達との関係性をつくるはずの言葉や態度が、ときと

していじめにつながることを示すとともに、言動を大切

にすることが、互いの生命を輝かせることを話す。 

６ 評価の視点 

【物事を多面的・多角的に考える様子】 

・「楽しむ」ことと、たがいの「生命を大切にする」ことを両立させることについて話し合い、生命

のかけがえのなさについて多様な視点から考えている。 

  【道徳的価値についての理解を自分との関わりで深めている様子】 

  ・軽はずみな言動が、ときに他者の生命をおびやかすことやかけがえのない生命を尊重しようとする

ことの大切さについて、これまでの自分を振り返っている。 

 

７ 板書計画 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善す

る 

ICT 

三角ロジッ

ク 

見直

し 

〇
月
〇
日
（
〇
） 

「
わ
た
し
っ
て
何
」 

幸
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
世
か
ら
去
れ
！ 

◎
日
々
の
生
活
の
中
で
、
た
が
い
の
「
生
命
」

を
大
切
に
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ

ろ
う
。 

三
、
「
楽
し
む
」
こ
と
と
、
た
が
い
の
「
生
命

を
大
切
に
す
る
」
こ
と
を
両
立
さ
せ
る
に

は
。 

・
人
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
。 

・
話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
日
頃
か
ら
つ
く 

る
。 

            

一
、
「
こ
の
世
か
ら
去
れ
」
と
い
う
共
通
の
話

題
で
盛
り
上
が
る
の
が
楽
し
い
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
か
。 

・
会
話
が
弾
む
。 

・
お
し
ゃ
べ
り
の
た

め
。 

・
流
行
に
つ
い
て
い
く
た
め
。 

二
、
小
さ
な
紙
切
れ
に
、
「
こ
の
世
か
ら
去

れ
」
と
自
分
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
と

き ・
悲
し
い
。 

・
信
じ
ら
れ
な
い
。 

・
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
た
い
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今までの自分をふり返ろう 

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □  

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

□ □ □ □ □ □ □ □ □  



 
 

第６学年〇組 学級活動（２）指導案 

 

１ 題材 「いじめをなくすために」 内容（イ）よりよい人間関係の育成 

   

２ 児童の実態と題材設定の理由 

（１）児童の実態 

本学級の児童は明るく素直な児童が多く、男女共に仲の良い雰囲気である。毎月行っている

学校生活アンケートでは、これまで本学級でいじめが起きていることは認められていない。し

かし、他クラスとの友達関係で「SNS上で悪口を言われた」、「グループを外された」等の問題

は起きており、学年で協力して指導にあたってきた。児童のいじめに対する認識や、いじめに

関する経験を把握するために、事前アンケートを実施した。 

 

アンケート項目 結  果 

１ あなたはこれまでに、いじ

められたことがありますか。 
はい 〇〇人        いいえ 〇〇人 

２ あなたは、どんなことを

「いじめ」だと思いますか。 

かげで悪口を言う  こそこそ話を言う 

仲間はずれにする 

暴力（ぶつ、蹴る、ひっかく） 

物をとる、隠す、壊す 

差別 

本人がいやだと思えば、その時点でいじめ１ 

いじめを見て見ぬふりをする１ 

３ いじめは、なくなると思い

ますか。 

はい 〇〇人 

＜理由＞ 

・自分の周りでこれまでいじ

め 

 を見たことがない 

・人がやっていることは止め

ら 

 れる 

・いじめるのではなく、うま

く 

 関わるようにすればなくな

る 

・一人一人のことをしっかり

分 

 かってあげればいい 

・毎月アンケートをやってい

る 

 から、早く気付けるはず 

・わざとやっているいじめは

なくせる 

いいえ〇〇人 

＜理由＞ 

・一度なくなっても、また繰

り返される 

・先生のいない所や見えない

ところではなくならないと

思う 

・人間だから、０にはならな

い 

・人間関係でうまくいかない

時は絶対ある２ 

・いじめだと自覚しないで、

いじめになってしまうこと

がある２ 

 

（令和〇年〇月〇〇日実施 〇名欠席） 

 

 

 

 

省 略 



 
 

アンケート結果から、アンケートを実施した児童のおよそ〇割の児童は、過去にいじめられた

経験があることが分かった。それは低学年の頃の経験が多く、中には精神的に苦しんで病院に入

院したことがある児童もいた。「いじめは、なくなると思いますか」の問いに「いいえ」と答え

た人数と、いじめられた経験がある児童の数がほぼ同数という結果は、いじめが起きやすいもの

で、簡単にはなくせないものだという児童の認識が表れているように感じられる。また、いじめ

の定義についての問いで、「本人がいやだと思えば、その時点でいじめ」「見て見ぬふりもいじ

め」と答えたのは少数に留まったため、いじめの正しい認識は不十分だといえる。（下線部１）

また、アンケートに加えて聞き取り調査を行ったところ、これまでにいじめ問題に関する授業を

受けたことがないという児童が多かった。以上のことから、本学級の児童はいじめ問題を身近に

感じている児童は少なく、いじめについて考えた経験も乏しいといえる。 

 

（２）題材設定の理由 

   本校のいじめ防止基本方針によると、いじめは以下のように定義されている。 

 

 

 

 

 

      

このようにいじめは基本的人権の精神のもと、国の法律によって防止しなければならないも

のとして定められている。〇〇〇小学校でも、いじめの早期発見、事案対処のために毎月のア

ンケート調査や聞き取り調査を行い、事実関係の把握といじめであるか否かの判断を行ってい

る。昨年の休校明けから２学期末までの〇〇〇小学校のいじめ認知件数、及び態様は以下の通

りである。 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

認知件数 〇件 〇件 〇件 〇件 〇件 〇件 〇件 〇件 〇件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめを認知することは、いじめの芽を早期に発見し、迅速且つ適切に対処することに繋が

っている。そのため、〇〇〇小学校では大きないじめに繋がっていない。いじめを防ぐために

は、教師だけでなく、保護者や地域、児童自身の協力も必要である。児童がいじめに対する正

しい知識を身に付け、いじめ問題を自分のこととして真剣に考えることは、児童自身がいじめ

防止に動くことに繋がっていくと考える。また、これから中学校へ進学した時に、新しい友達

とよりよい関係を築き、いじめのない学校生活を送ってほしいと願い、本題材を設定した。 

 

（２）指導観 

前提として、「いじめは人として絶対許されない行為であり、いじめで苦しんでいる児童を

全力で守る」という強い意志をもって指導にあたる。しかし、いじめの問題行動を単純に否定

するのでは、児童の心には響かない。児童もこれまでの経験の中で、必ず人間関係の問題は起

区          分 認知件数 

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。 〇件 

仲間外れ、集団による無視をされる。 〇件 

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴られたりする。 〇件 

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする。 〇件 

パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされる。 〇件 

 「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児

童等と一定の人間関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（イ

ンターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等

が心身の苦痛を感じているものをいう。       （いじめ防止対策推進法第２条） 



 
 

きるということ、本人は自覚していないことでもいじめが生まれてしまうということを知って

いる（下線部２）。事実、〇〇〇小学校でもいじめは０件ではない。自分と気の合わない相手

がいたり、仲が良くても友達の発言にカッとなってしまったりすることも現実にある。そこ

で、いじめに繋がる心は誰しもに芽生えることを踏まえつつ、本時ではいじめ行為が起きてし

まう心理的な要因を考えさせ、いじめが生まれやすくなるポイントを全体で共有したい。そし

て、自分も誰かをいじめない、いじめをさせないためには友達とどのようなことに気を付けて

付き合っていけばいいか話し合いたい。そのために、いじめの定義である相手が苦痛を感じて

いることが既にいじめを生んでしまっているのだということを、事前指導において、学級全体

で共通認識しておく必要がある。そして、これから自分自身も誰かをいじめない、いじめを許

さない、という思いをもてるように前向きな姿勢で話合いに参加させたい。 

 

３ 評価規準 

よりよい生活を築くための知識・技能  集団や社会の形成者としての思考・判断・表現 主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度 

日常生活への自己の適応に関す

る諸課題の改善に向けて取り組

むことの意義を理解し、健全な

生活を送るための知識や行動の

仕方を身に付けている。 

日常生活への自己の適応に関す

る諸課題を認識し、解決方法な

どについて話し合い、自分に合

ったよりよい解決方法を意思決

定して実践している。 

自己の生活をよりよくするため

に、見通しをもったり振り返っ

たりしながら、自主的に課題解

決に取り組み、他者と信頼し合

ってよりよい人間関係を形成し

ようとしている。 

 

４ 学校研究主題との関連 

（１）研究主題 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

        ～〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇～ 

（２）手立て 

 【手立て１】〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

・ 

・ 

 【手立て２】〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

  ・ 

  ・ 

 

５ 事前の指導 

児童の活動 〇指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

事前アンケート

に答えて、これま

での経験を振り返

る。 

 

 

 

〇これからも皆が安心して学校に通え

るようにするためにアンケートをと

るのだという意図を伝え、児童が真

剣に答えられるようにする。 

〇過去にいじめに関する辛い経験をし

ている児童もいるので、無理には聞

き出さないようにする。 

 



 
 

学年・学級指導

の時間に、「全国

いじめ問題子供サ

ミット」動画を見

る。 

〇全国的にいじめ問題をなくすための

取組があることを知り、学習への意

欲をもたせる。 

 

 

◎いじめ問題の改善に向けて、一

人一人が考えて実践することの

意義を理解している。 

【よりよい生活を築くための知識・技能】 

（感想用紙） 

 

６ 本時のねらい 

  いじめ問題が起きないように解決策を考えて実践し、望ましい人間関係が築けるようにする。 

 

７ 展 開 

 

児童の活動 ○指導上の留意点 

教材 

・ 

資料 

◎目指す児童の姿 

【観点】 

（評価方法） 

導

入 

４ 

分 

１ 事前アンケート結果

を知る。 

 

２ 〇〇〇小学校のいじ

めの実態を知る。 

 

 

 

３ 本時の課題を知る。 

 

 

 

〇「クラスの約〇割は過去にいじめ

られた経験があること」、「〇〇

〇小でもいじめは起きているこ

と」を知らせることで、自分たち

の周りにもいじめが起きているの

だということを捉えさせるように

する。 

 

〇本時のめあてとゴールを示し、学

習の方向性を示す。 

 

 

アンケ

ート結

果 

（大型

モニ

タ） 

 

 

展

開 

３

０ 

分 

４ いじめの定義を確認

し、どのようないじめ

があるか出し合う。 

＜身体的苦痛＞ 

・ぶたれたり、蹴られた

りする。 

・いきなり叩かれる。 

＜精神的苦痛＞ 

・悪口や陰口を言われ

る。 

・仲間外れにされる。 

・話しかけても無視され

る。 

＜インターネット＞ 

・グループを外して悪口

を言う。 

〇「仲間外れにする」 

 「悪口やかげ口を言う」 

 「ぶったり蹴ったりといった暴

力」 

 「持ち物を隠される」 

 のようないじめばかりではなく、 

 「相手がいやだと思ったらその時

点でいじめになる」 

 「見て見ぬふりをすることもいじ

め」 

 といういじめの捉え方ができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめを生まない友達との付き合い方を考えよう 



 
 

・勝手に本人の写真を流

す。 

 

５ いじめが生まれやす

くなる場面を話し合

う。 

・ちょっとふざけてしま

った時。 

・相手のことを考えず

に。 

・みんながやっているか

らいいと思った。 

・イライラしていたか

ら。 

・自分の仲のいい友達と

グループをつくりたく

て。 

 

６ いじめを生まないた

めの、解決策を話し合

う。 

＜普段からできること＞ 

・その子が嫌がることは

しない。 

・乱暴な言葉は使わな

い。 

・小さなことでも「あり

がとう」を言う。 

・友達がクラスの仕事等

をしていたら手伝う。 

・勉強で困っていたら、

教える。 

＜友達の言動にイラっとし

た時＞ 

・言っていい言葉か考え

る。 

・少し距離を置いて冷静

になる。 

・「だめだよ。」と正し

いことを言う。 

 

 

 

 

 

〇どのような気持ちの時にいじめを

生む行動をしてしまうのか考えさ

せるようにする。 

〇考えが浮かばない児童へは、本時

までに見てきたいじめに関する動

画を思い出させ、何が原因だった

か考えさせるようにする。 

〇「いじめるつもりはなくて、ふざ

けていただけだった」といういじ

めの原因もあることに注目し、友

達との付き合い方に問題がある

と、いじめが生まれてしまうこと

に気付かせるようにする。 

 

 

〇いじめを生まない友達関係を築く

ためには、どのようなことに気を

付け、直していったらいいかを考

えさせるようにする。 

〇最初は一人で考えた後に、友達と

グループで話し合い、最後に全体

で考えを共有する。その際に、似

ている考えや違う考え等、分類し

て整理できるようにする。 

〇「友達に優しくする」というよう

な抽象的な解決策ではなく、「友

達が一人でいたら、どうしたのと

声を掛ける」等具体的に書けるよ

う声掛けをする。 

 

 

 

ワーク

シート 

付箋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホワイ

トボー

ド 

 



 
 

終

末 

６ 

分 

７ よりよい友達関係を

築いていくために、自

分が取り組むことを決

める。 

 

８ 本時の学習を振り返

り、今後の活動を知

る。 

 

〇友達から出された考えも含めて、 

より自分に必要な取組を判断して

意思決定するように助言する。 

 

 

〇月初めの学校生活アンケートで振

り返りを記入することを伝える。 

〇いじめは児童だけでなく、保護者 

や教師も協力してなくしていくと

いう姿勢を示す。 

ワーク

シート 

◎多様な意見を基

に、いじめを生

まない解決方法

を自ら意思決定

している。 

【思・判・表】 

（ワークシート、

発言） 

  

８ 事後の指導 

児童の活動 〇指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

〇月の学校生活アンケートの

裏面に、自分が決めた取組がで

きているかどうか振り返りを記

入する。 

（〇月〇日 〇曜日） 

〇〇月〇日の記入前にも、自分

で決めた取組を実践している

児童を見付けて積極的にほめ

る。 

〇できているか、できていない

かだけではなく、実践した場

面を具体的に書けるよう声掛

けをする。 

◎自分で決めためあてに向けて

粘り強く取り組み、よりよい

人間関係を形成しようとして

いる。 

【主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度】 

（学校生活アンケート） 

 

９ 板書計画 

いじめをなくすために 
 

 

 

  

大型モニタ 
 

 

 

 

 

 

１０ ＩＣＴ活用計画 

 導入・・・アンケート結果、本時の学習の流れ 

 展開・・・他のグループの話合いの様子 

 終末・・・クラスの集合写真 

 

いじめを生まない友達との付

き合い方を考えよう 
つかむ 

決める 

見つける 

探

る 

どんな時にいじめが生

まれやすくなるのだろ

う 

いじめを生まない

ために、友達とど

う付き合っていく

か解決策を考えよ

う 

これから自分が取り組

むことを決めよう 

アンケート結果 

本時の学習の流れ 

 

いじめの定義 



 
 

 


